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[はじめに]
　TTP を中心 格とするドナーのうち，分子片側末端にシクロヘキサン環を有する

ChTM-TTPは，これまでに，AuBr2
-, Au(CN) 2

-, GaCl4-, ReO4
- との塩が報告されてい

る．このうち， (ChTM-TTP) 2Au(CN)2は(TMTTF)2X塩 似の擬一次元伝導体であり、

120 Kで金属絶縁体転移をおこし，その後 40 K付 で磁気的秩序を生じることが分

かっている[ref. 1-3]．また, AuBr2塩, GaCl4塩も 38 K, 32 Kという，かなり 温で反

強磁性転移を こす [ref.4]．
　そこで，本研究では，伝導パス形成に役割を演じている ChTM-TTP の 格にセレ

ンを導入した ChSM-TS-TTP の錯体を作成し，より強力な分子間相互作用が生まれ

ることを予想し，セレン導入の効果が構造と物性にいかに反映されるかを探索した．
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[実験と結果]
　ChSM-TS-TTPと AuBr2

-, Au(CN) 2
-, FeCl4- のテトラブチルアンモニウム塩と THF

中，40~50ºC で数日間一定 流を流すことにより，目的の錯体を得た．得られた錯

体は，自動四 型Ｘ線回折 あるいは CCD により構造データを収集した．データの
析は直接法で行い，Full Matrix最少二乗法により精密化した．
　Au(CN)2塩ならびに FeCl4塩はともに，相当する ChTM-TTP 塩と同形構造をとる
ことがわかった．AuBr2塩は結晶性が良くないため，現在のところ，結晶構造は明ら

かになっていない．
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Table 1. 結晶学データ
(ChSM-TS-TTP)2Au(CN)2 (ChSM-TS-TTP)2FeCl4

System Triclinic Triclinic

S. G. P-1 P-1

a / Å 9.836(1) 9.890(3)

b / Å 17.312(2) 17.08(1)

c / Å 9.002(1) 9.673(3)

a / ° 98.944(2) 91.656(7)

b / ° 116.341(9) 118.441(2)

g / ° 73.511(9) 94.58(1)

V / Å3 1316.4(3) 1428(1)

Z 1 1

R / Rw 0.104 / 0.105 0.140 / 0.150

Temperature 30 °C 35 °C

            

Figure.  (ChSM-TS-TTP)2FeCl4 の結晶構造

気伝導度の測定ならびに．磁化率の測定結果については，当日報告する.
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